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6.1 自転車利用環境（柏の葉キャンパス駅周辺地区）の課題 

柏の葉キャンパス駅周辺を中心に、柏の葉エリアの自転車利用環境に関する現況と課題を下

記に概観する。 

 現況 課題 

全
般 

・『柏の葉国際キャンパスタウン構想』に基づ

いて、公・民・学連携のまちづくりが進む。 

→構想に「自転車分担率１０％増加」および「自動車

分担率１０％低下」を位置づけている。 

 

・自転車分担率を１０％上げるには、複合的

に自転車利用促進施策を展開する必要が

ある。 

 

は
し
る 

・柏北部中央地区：大規模な土地区画整理

事業が進行中。 

・道路内に自転車通行空間が先行整備され

ている箇所もある。 

 

・既存道路…自転車通行空間が確保されて

いない路線における対応。 

・整備予定道路…自転車通行空間の確保。 

 

つ
か
う 

・自転車共同利用推進の取り組みとして、レ

ンタサイクル事業とコミュニティサイクル実証

実験を展開中。 

 

・コミュニティサイクルの実証実験としての評

価と、本格導入への移行。 

・企業による通勤利用、健康増進を志向した

レジャー利用など、多角的な自転車利用促

進策が必要。 

 

と
め
る 

・ＴＸ高架下に公的駐輪場を整備・運営。 

※ＴＸの土地を市が無償貸与を受け、公社が駐輪場

を運営。 

・『柏市自転車等放置防止条例』に基づい

て、駅前商業施設ほか各施設に附置義務

駐輪場が整備されている。 

 

・区画整理事業に伴う住宅増、立地企業増に

応じた鉄道利用者向けの公的駐輪台数の

確保。 

・利用者のニーズに応じた駐輪場運営システ

ムが必要。 

 

ま
も
る 

・自転車通行の規制されている道路での通行

が目に付く 

※駅前広場やＴＸ高架脇の歩行者専用道路など 

 

・利用者特性に応じたルール・マナー啓発 
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6.2 柏の葉キャンパス駅周辺地区の施策の取組み 
 

１）自転車ネットワークの構築 
 

方針 自転車ネットワークの構築と効果的な利用環境整備の推進 

施策 

概要 

・安全・快適な連続した自転車ネットワーク路線の構築 

・土地区画整理事業等と連携した実践的な整備の検討 

・計画対象路線・モデル路線の選定と整備推進、実施検証等 

・レクリエーションネットワークの充実と効果的な活用 

（既存サイクリングロードの充実、回遊ルートづくり等） 

・駐輪場、サイクルポート整備との連携 

 
■自転車ネットワーク路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市域界

高速道路

国道

主要地方道・県道

鉄道・駅

川・沼・水路

ネットワーク路線
〈ネットワーク路線〉

レクリエーション
ネットワーク路線

文化施設

運動施設

観光施設

大型商業施設

医療施設

公共施設

大学・中・高校

特別緑地保全地区

公園

サイクリングロード

サイクリングコース

計画対象路線の整備済区間

国　道

県　道・主要地方道

市　道

【計画対象路線】
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施策 

概要 

 
■モデル路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車ネットワーク路線

レクリエーションネットワーク

モデル路線

市域界

高速道路

国道

主要地方道・県道

鉄道・駅

川・沼・水路

文化施設

運動施設

観光施設

大型商業施設

医療施設

公共施設

大学・中・高校

特別緑地保全地区

公園

サイクリングロード

サイクリングコース

柏都市計画道路 3･4･9

号 

葉山十余二線 

（県立柏の葉公園東） 

延長約 1,600ｍ 
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２）サイクルシェアを中心とした自転車利活用の推進 

 

方針 健康づくり，環境負荷への対応 

施策 

概要 

・サイクルシェア（レンタサイクル、かしわスマートサイクル等）の充実 

・公共交通との連携強化 

・エコ通勤・モビリティマネジメントの展開 

 

方針 地域交流・観光活性化への活用 

施策 

概要 

・地域資源を活かした回遊ルート、観光サイクリングルートの創出 

・観光サイクルシェアの充実、サイクルスポットづくり 

・自転車マップの作成、PR の充実 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：金沢まちなか自転車利用マップ（金沢自転車ネットワーク協議会 2014.3）                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：宮サイクルステーション（宇都宮駅前） 
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３）必要な駐輪場の確保 

 

方針 開発進捗に応じた駅周辺の公的駐輪台数増 

施策 

概要 

基本は、既存の駐輪場で対応していくが、今後、予想以上の人口増加が生じ

た場合や駐輪場利用の利便性を考慮し、新たな駐輪場整備を検討する。 

 

・居住人口増に付随する乗換需要台数増に応じた駅周辺駐輪場整備 

・就業人口増に付随する乗換需要台数増に応じた駅周辺駐輪場整備 

 

     

 

 

■附置義務駐輪場と公共駐輪場の合築事例…きらめき通り駐輪場（福岡市天神） 

 

・国土交通省都市局『自転車等駐車場の整備のあり方に関するガイドライン』 2012 年 11 月より抜粋 

  将来駐輪場候補地  

 既存駐輪場 
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方針 駐輪場運営の連携・効率化 

施策 

概要 

［Ａ］ 公的駐輪場、施設附置駐輪場の運営連携 

→主として一時利用（１日利用〜時間利用）に対して 

 

※附置義務駐輪場における通勤・通学目的の「なりすまし駐輪」対策の検討 

 

方針 駐輪場附置誘導 

施策 

概要 

・企業等における職員用・訪問者用駐輪場の整備誘導 

・学校施設における通学者用駐輪場の整備誘導  

・集客施設における来場者用駐輪場の整備誘導  

 

 

 

４）自転車マナー対策の推進 
 

方針 自転車利用に関するルール・マナー講習 

施策 

概要 

・交通安全教室の受講修了者に対する各種優待インセンティブ提供  

・交通安全教室の受講ニーズ対応 

 

◎インセンティブ例： 

→既存駐輪場と提携 

→保険等の優遇 

→地域イベントと提携…地域ポイントなど 

→ららぽーと柏の葉 などと連携 

 

 

◎受講ニーズ対応： 

→勤め人や在勤者の受講しやすいタイミング設定…土日、アフター５ など 

    


